
学
会
通

信

(二
〇
〇
八
年
四
月
～
二
〇
〇
八
年
=

月
)

一
、
学
会
活
動

現
代
中
国
学
会
主
催
講
演
会

六
月

一
八
日

「蒋
経

国
晩
年

の
台
湾
民
主
改
革
」
酵
化
元
氏

(台
湾

・
政
治
大

学
台
湾
史
研
究
所
教
授
)

七
月

二
八
日

「南
開
大
学

に
お
け

る
中
国
語
教
育
改
革
」
鄭
天
剛
氏

(南
開
大

学
漢
語
文
化
学
院
教
授
)

一
一
月

一
日

「台
湾
史
研
究

の
現
状
」
楊
彦
木
{氏

(中
国

・台
縁
博
物
館
館
長
)

一
一
月
四
日

「台
湾

で
中
国
を
学
ぶ
と

い
う
こ
と
ー

よ
り
広

い
視
野
か
ら
中
国

研
究
を
考

え
る
」
佐
藤
将
之
氏

(台
湾
大
学
哲
学
系
助
理
教
授
)

二
、
学
会
員
活
動

河
辺

一
郎

「国
連
文
書

の
統
制

と
審
議

の
透
明
性
-
国
際
関
係

の
政
治
学
研

究

に
お
け

る
資
料
批

判

の
試
論

と
し

て
」

(愛
知

大
学
国
際

問
題
研

究

所
、
O
cc
asio
n
a
l
P
ap
e
r
N
o
.l
、

一
月
)
、
「
日
本
に
と

っ
て
の
核
軍

縮
」

(
『
ニ
ュ
ー

・
イ

ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
日
本
版
』
Z
9
　
8
、
七
月
)
、

「米
国

の
戦
争
観

と
北

朝
鮮
政
策
」
(
『進
歩
と
改
革
』

二
〇
〇
八
年
八
月

号
、
進
歩
と
改
革
研
究
会
)

高
明
潔

「牧
畜

文
明

に
お
け

る
ソ
ル
コ
の
位
置

づ
け
」

(『
改
革

・
変
革
と
中

国
文
化
、
社
会
、
民
族
』

日
本
評
論
社
、
五
月
)、

「グ

ロ
ー
バ
ル
化

の
中

で
の
モ
ン
ゴ

ル
を
ど
う
描

く
か
1
内
蒙
古
牧
畜
業
研
究
に
基

づ

い
て

『
歴

史

・
文
学

・
メ
デ

ィ
ア

・
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
か
ら
み
た
グ

ロ
ー
バ
ル
秩
序
』
」

(国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
、
於
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
、
六
月
)

黄
英
哲

「楊
基

振
日
記
的
史
料
」

(『
日
記
与
台
湾
史
研
究
』
所
収
、
台
湾

・

中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究

所
、
六
月
)、
『
越
境

す
る
テ
ク

ス
ト
ー
東

ア
ジ

ア
文

化

・
文

学

の
新

し

い
試
み
』
(
共
編
著
、
研
文
出
版
、
八
月
)
、
『
台

湾
女
性
史
入
門
』

(共
編
著

、
人
文
書
院
、

一
〇
月
)

砂

山
幸
雄

「"
思
想
解
放

"
と
改
革
開
放
」
(
日
本
現
代
中
国
学
会
第
五
八

回

全
国
学
術
大
会
共
通
論
題
報
告
、
於
東
京
大
学
、

一
〇
月
)
、

「野
村
浩

一

著

『近
代
中
国

の
政
治
文
化
』
」

(書
評
、
『中

国
研
究

月
報
』

二
〇
〇
八

年

一
〇
月
号
)
、

「
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
直
前

の
中

国
の
政
治
、
社
会
状
況
」

(講
演
、
豊
川
経
済
同
友
会
、
七

月
)

土
橋

喜

『
中
国
に
お
け
る
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
閲
』

(共
著
、

『愛
知
大
学

国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第

一
三
二
号
、
九
月
)

馬
場

毅

「孫
文

を
支
援

し
た
山

田
兄
弟
」

(講
演
、
『津
軽

が
生

ん
だ
山

田

良
政

・
紀

三
郎
兄
弟
を

め
ぐ

っ
て
1
津
軽
、
東
亜
同
文

書
院
、
孫
文
』
、

於
弘
前
駅
前
市

民
ホ
ー

ル
、
七
月

)、

『改
革

・
変
革

と
中
国
文
化
、
社

会
、
民
族
』

(共
編
著
、
日
本
評
論
社
、
五
月
)

松
岡
正
子

「ナ
ム
イ

・
チ
ベ

ッ
ト
族

の
選
択
-
集
落

の
解

体
と
山

の
神
祭

り

と

い
う
民
族
表
象
」

(塚

田
誠
之
編

『
民
族
表
象

の
ポ
リ
テ
ィ
ク

ス
』
風

響
社
、
三
月
)
、

「四
川
省
俄
亜
ナ
シ
族

の
兄
弟
共
妻
型
婚
姻
」

(『
愛
知
大

学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
第

一
三
二
号
、
九
月
)
、

「中
国
の
年
画
ー
吉

祥
と
駆
除

の
木
版
画
」

(講
演
、
於
愛
知
県
吉
良
町
連
続
講
座
)

中
国
21

%
.31

予
告
(09
年
3
月
刊
行
予
定
)

特
集
◎
「対
日
協
力
政
権

」
「植

民
地

」
「同
盟
国
」
(仮
題
)

第

二
次
世
界
大
戦

が
終
結

し

て
か
ら
す

で
に
六
〇
年

以
上
た
ち
、
そ

の

歴
史
研
究

は

い
ま
再

評
価

が
迫

ら

れ
て

い
る
。

「満
洲
国

」
や
江
兆
銘

の

「中
華
民
国
政
府
」

に

「偽
」

の
文
字
を

つ
け
ず
に
語

る
こ
と
は
で
き
な

い

の
か
。
次
号
特
集

で
は
、

こ
れ
ま

で
正
面

か
ら
取
り
上
げ

ら
れ
る

こ
と

の

少
な
か

っ
た

「対

日
協
力
政
権
」
、

「大
日
本
帝
国
」

の

「
同
盟
国
」
、
さ
ら

に

「
一
視
同
仁
」

の
植

民
地
台
湾

・
朝
鮮

に

つ
い
て
、
当

事
者

に
拘
わ

る

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
や
証
言
を

は
じ
め
、
斬
新

な
論

考
に
よ

っ
て
新
た
な
視
角

を
示
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
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